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１ 研究の背景と経緯 

 コケ植物は地衣類の植物で、日本には約２５００種があるとされてい
る１）。コケは園芸材料でも注目され、他の植物にはない化学的成分の
有用性も期待されている２）３）。 

 バイオ研究部では、２０１９年４月からコケの無菌培養技術による大
量増殖技術を開発するための研究を開始した。２０２０年、最大の課
題であった無菌化について胞子嚢を殺菌することで無菌のマゴケの
作出に成功した７）。そこで私は、胞子嚢の状態と殺菌後の発芽率との
関係と発芽後のコケの成長におよぼす植物ホルモンの影響について
実験をおこなった。 

２ 材料 

 １）胞子嚢発芽実験：２０２１年５月、園芸高校内のＡ～Ｄの４箇所か
ら色や大きさの異なるマゴケの胞子嚢を採種し供試した（写真１）。 

 ２）植物ホルモンの影響：２０１９年１１月におこなった胞子嚢殺菌の
予備実験で得られたコケを２０２０年６月まで培養し、得られた無菌状
態のコケを使用した。 

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） 

写真１．実験に供試した胞子嚢を形成した４か所のマゴケの様子 

３ 方法 
１）胞子嚢発芽実験： 

 ①採集した胞子嚢を７０％アルコールにつけた後、塩素濃度１％アン
チホルミンに１０分間浸け、滅菌水ですすいだ。 
 ②胞子嚢を粉体ハイポネックス０．６％,スクロース３％のＨ培地を 
１０００倍希釈し、寒天固化した培地（「１０００倍希釈H培地」）置床した。 
 ③植付後８週目に観察を行なった。 

２）植物ホルモンの影響 

 ①１０００倍希釈Ｈ培地に２，４－Ｄ、ＩＡＡ、ＮＡＡ、ＢＡ、ＧＡの植物ホル
モンをそれぞれ０．１mg/L添加したものと無添加の培地を準備した。 
 ②胞子嚢から得たコケを分割し各ホルモンをいれた培地に置床した。 
 ③25℃、２４時間蛍光灯照明下で４０週培養した。 
 ④同じ条件の培地に継代後８週間、培養した。 

４ 結果 

１）胞子嚢発芽実験：表１に結果を示した。胞子嚢の成熟度が進む
について発芽数が増加した。植え付け後８週目の様子を写真２に示
した。 

表１.マゴケ胞子嚢の成熟度と殺菌後の発芽数

成熟度

（採集地）

胞子嚢の

状態
植付数 発芽数

Ⅰ（Ａ） 濃い緑 21 1

Ⅱ（Ｄ） 茶と緑 12 1

Ⅲ（Ｂ） 茶色 20 2

Ⅳ（Ｃ） 薄茶色 17 10

写真２．Ｃから採集した胞子嚢の培養８週目の様子 

２）植物ホルモンの影響：培養８週目までの観察では、その差異は認
められなかった。培養４０週目のコケの草丈、株下の直径、茎数の比
較を図１に示した。培養４０週目においてＩＡＡ、ＢＡ は、ホルモンフ

リー区に対して特に明らかな違いはなかった。一方、２，４－Ｄは株
元の直径を大きくし、ＮＡＡは茎の数が減少し、いずれも草丈は小さく
なった。また、ＧＡは草丈が大きくなった（図１）。培養４８周目の写真
を写真３に示した。 

6 mm 

図１．無菌培養下40週目のマゴ
ケの形態におよぼす植物ホル
モンの影響 

写真３．植物ホルモンの
影響実験４８週目の様子 

５ 考察 

 成熟度が進んだ胞子嚢を用いることによって効率的に無菌状態
のマゴケを入手することができることが明らかになった。また、維管
束を持たない原始的な植物であるコケも長期間の培養で外生の生
理活性物質の影響を受けることが明らかとなった。 

 今後、養分濃度が低い環境を要求するマゴケの成長を促進させ
る生理活性物質の探究をすすめていきたい。特に本来共生してい
る微生物由来の物質がコケの成長を促進する可能性について検
討したい。 

６ まとめ 
無菌コケの効率的な作出法を明らかにできた。また、 

長期間にわたる無菌培養で植物ホルモンの添加がマゴケの形態
形成に影響を与える現象を確かめることができた。 
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